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伊藤敬の「戦争を語り継ぐ演劇公演」第13弾

東
文
化
小
劇
場
で
６
回
公
演

　

伊
藤
敬
の
脚
本
、演
出
で

２
０
１
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
戦
争
を
語
り
継
ぐ
演
劇

公
演
」。そ
の
第
13
弾「
画
家
・

笹
山
し
げ
る
」が
８
月
20
～

23
日
（
全
６
回
公
演
）、東
文

化
小
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
。

戦
時
下
の
兵
士
、庶
民
、そ
し

て
彼
ら
の
家
族
の
人
生
を
劇

化
し
た
作
品
群
は
、毎
回
多

く
の
市
民
の
支
持
を
集
め
、

名
古
屋
演
劇
界
の
名
物
公
演

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
作
の
主
人
公
は
瀬
戸
市

出
身
の
笹
山
し
げ
る（
本
名
・

性
を
追
い
求
め
る
和
太
鼓
奏

者
・
山
田
純
平
が
９
月
22
、

23
日
（
両
日
と
も
午
後
２
時

開
演
）名
古
屋
の
宗
次
ホ
ー

ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
。

　

客
演
に
は
藤
原
歌
劇
団
の

若
手
ソ
リ
ス
ト
桜
井
万
祐
子

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）を
迎
え

る
。桜
井
は
名
古
屋
芸
術
大

学
卒
業
後
の
２
０
０
８
年
イ

タ
リ
ア
に
留
学
。現
在
も
ミ

ラ
ノ
を
拠
点
に
活
動
す
る
国

際
的
ソ
リ
ス
ト
。今
年
２
月

に
は
藤
原
歌
劇
団
の
名
古
屋

公
演
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル

ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」に
主
演
し

て
い
る
。

　

今
回
山
田
と
共
演
す
る
の

は
、悠
久
た
る
和
の
世
界
を

描
出
し
た
「
久
遠
の
燈
鼓
」

（
作
詞
、作
曲
・
山
田
純
平
）。

桜
井
は
歌
の
迫
力
を
増
す
た

め
、歌
詞
を
イ
タ
リ
ア
語
に

訳
し
て
歌
唱
す
る
。

　

山
田
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
な

ホ
ー
ル
に
合
わ
せ
、響
き
を

抑
え
た
太
鼓
を
用
い
、様
々

な
技
巧
を
凝
ら
し
て
演
奏
し

ま
す
。桜
井
さ
ん
は
超
高
価

な
振
り
袖
の
衣
装
を
用
意
さ

れ
て
い
る
と
か
。僕
自
身
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と

来
場
を
呼
び
掛
け
る
。

　

ほ
か
に
和
太
鼓
（
山
田
、

土
平
晃
大
）と
僧
侶
の
声
明

（
榊
原
基
紀
）、マ
リ
ン
バ（
佐

藤
美
玖
）に
よ
る
「
本
願
～

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｎ
」（
作
曲
・
山

田
純
平
）も
。

　

全
指
定
席
５
５
０
０
円
。

℡
０
５
２
（
２
６
５
）１
７

１
８
。

伊藤敬（前列中央）を囲む出演者たち

茂
＝
１
９
２
１
～
２
０
０
２

年
）。22
歳
で
出
征
す
る
が
中

国
戦
線
で
左
腕
を
失
う
重
傷

を
負
い
除
隊
。帰
郷
後
に
結

婚
し
、隻
腕
（
せ
き
わ
ん
）の

漫
画
家
と
し
て
生
計
を
立
て

た
。し
か
し
戦
争
は
彼
の
体

だ
け
で
な
く
、心
に
も
大
き

な
傷
を
負
わ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

ド
ラ
マ
は
二
人
の
死
者
＝

〝
伊
藤
組
〟の
常
連
が
脇
を
固

め
る
。

　

劇
中
、笹
山
は
こ
と
あ
る

ご
と
に
「
自
分
は
地
獄
に
落

ち
る
人
間
だ
」と
自
戒
を
込

め
る
。戦
後
、漫
画
家
と
し
て

認
知
さ
れ
、高
額
の
収
入
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の

39
歳
の
時
、眼
病
で
活
動
を

断
念
。さ
ら
に
51
歳
の
時
に

は
次
男
・
徹
を
交
通
事
故
で

失
う
。「
す
べ
て
は
戦
争
で
自

分
が
犯
し
た
罪
の
せ
い
だ
」

と
自
責
す
る
笹
山
を
救
っ
た

の
は
妻
・
千
枝
の
献
身
的
な

愛
と
、信
仰
だ
っ
た
。

　

戦
後
81
年
、後
悔
と
憤
り

の
炎
は
、今
も
な
お
人
々
の

心
に
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る

の
で
あ
る
。実
は
今
作
の
主

人
公
・
笹
山
し
げ
る
と
伊
藤

敬
は
「
家
族
ぐ
る
み
で
交
流

唱
団
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
剣
道
に
ず
っ
と
力
を
入

れ
て
い
て
、音
楽
の
世
界
は

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」

と
話
す
。し
か
し
元
々
声
を

か
け
ら
れ
た
ら
臆
せ
ず
挑
戦

す
る
タ
イ
プ
。新
し
い
こ
と

を
始
め
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
っ
た
昨
年
、歌
の

レ
ッ
ス
ン
を
始
め
た
。

　

８
月
８
日
は
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

の
ス
テ
ー
ジ
。「
表
現
力
は
先

達
に
比
べ
た
ら
ま
だ
ま
だ
。未

完
成
で
も
真
っ
す
ぐ
に
歌
を

届
け
た
い
」と
意
気
込
む
。

の
あ
っ
た
極
め
て
親
し
い
存

在
」と
か
。伊
藤
は
「
笹
山
さ

ん
の
人
生
を
劇
化
す
る
こ
と

が
、自
分
の
演
劇
人
と
し
て

の
半
生
を
総
括
す
る
こ
と
に

も
な
る
」と
作
劇
に
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
。

　

全
自
由
席
３
５
０
０
、学

生
以
下
２
０
０
０
円
（
当
日

各
５
０
０
円
増
し
）。℡
０
９

０
（
３
４
８
３
）４
７
１
６
。

　

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
で
も
精
力

的
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
紹
介
。

海
外
の
リ
ス
ナ
ー
も
多
い
と

い
う
。「
特
に
若
い
人
た
ち
に

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
知
っ
て
ほ
し

い
。エ
ル
ム
で
流
れ
て
い
る

素
敵
な
音
楽
を
広
め
た
い
で

す
」。

　
「
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
人

が
、
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思

え
る
歌
を
歌
い
た
い
。
大
き

い
目
標
で
す
が
、
日
本
を
元

気
に
し
た
い
で
す
」
と
笑
っ

た
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

笹
山
の
妻
・
千
枝
（
内
藤
美

佐
子
）と
、次
男
・
徹
（
池
戸

陽
平
）＝
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
で

進
展
す
る
。出
演
者
は
47
人

（
一
部
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
）。

笹
山
を
演
じ
る
の
は
福
田
敏

一
と
長
柄
孝
彦
、生
前
の
妻
・

千
枝
を
演
じ
る
の
は
小
嶋
彩

子
と
今
岡
仁
実
。ほ
か
に
上

田
定
行
、田
中
峰
子
、す
ぎ
う

ら
と
し
は
る
、野
畑
幸
治
ら

　
　
　
姫
　
子

竹
刀
を
マ
イ
ク
に
持
ち
替
え
て
挑
戦
！

エルムで歌う姫子

　
「
舞
台
映
え
し
そ
う
」と
声

を
か
け
ら
れ
た
が
、し
ば
ら

く
は
観
客
と
し
て
通
っ
て
い

た
。「
母
が
音
楽
の
先
生
で
、

小
さ
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
、合

６
万
６
０
０
０
円
。応
募
締

め
切
り
は
８
月
30
日
。申
し

込
み
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。

　

詳
細
は
日
本
バ
レ
エ
協
会

中
部
支
部
で
検
索
。

部
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
ジ
ゼ
ル
」（
改
定
振
付
・

山
本
康
介
）の
出
演
者
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

実
施
は
26
年
９
月
６
日
、

同
リ
ハ
ー
サ
ル
室
。
参
加

（
無
料
）で
き
る
の
は
中
学

生
以
上
で
、男
性
１
６
０
セ

ン
チ
以
上
、女
性
１
５
３
セ

ン
チ
以
上
。合
格
者
出
演
料

　

モ
デ
ル
、ラ
イ
バ
ー
（
動

画
配
信
）な
ど
多
彩
な
活
動

を
す
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・

姫
子
。

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
興
味
を

持
っ
た
切
っ
掛
け
は
、グ
ラ

ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
ミ
セ
ス

ジ
ャ
パ
ン
愛
知
」で
出
会
っ

　

米
沢
唯
、ワ
デ
ィ
ム
・
ム

ン
タ
ギ
ロ
ル
と
共
演
し
よ

う
！　

日
本
バ
レ
エ
協
会
中

部
支
部
で
は
２
０
２
７
年
３

月
７
日
、愛
知
県
芸
術
劇
場

大
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
中

た
歌
手
の
七
瀬

紫
。「
七
瀬
さ
ん
の

ス
ピ
ー
チ
が
素
敵

で
、エ
ル
ム
に
見

に
行
き
、物
語
性

の
あ
る
歌
の
世
界

に
惹
か
れ
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

米
沢
唯
と「
ジ
ゼ
ル
」を
踊
ろ
う
！

９
月
６
日 

出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
実
施

山本　康介W・ムンタギロル米沢　唯

申し込みは
こちらから

　

和
太
鼓
奏
者
１
０
０
０
人

に
よ
る
「
西
尾
千
人
太
鼓
」

の
主
宰
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
と
の
共
演
、

ま
た
名
古
屋
・
東
別
院
本
堂

で
の
荘
厳
な
リ
サ
イ
タ
ル

―
。和
太
鼓
の
音
楽
性
、可
能

９
月
22
、23
日 

宗
次
ホ
ー
ル

©️Naoya Yamaguchi

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ 

桜
井
万
祐
子

山
田
純
平

８
月
20
〜
23
日

和太鼓奏者・山田純平
桜井万祐子   　　　と共演藤原歌劇団

メゾソプラノ



ウィーン・名古屋が奏でる
ブラームス＆ドヴォルザーク
９月12日 東海市芸術劇場

で
な
く
、
作
家
に
も
発
表
の

場
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

年
末
の
12
月
５
日
に
は
蒔

田
の
新
作
オ
ペ
ラ
「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
が
瑞
穂
文
化
小
劇

場
で
上
演
さ
れ
る
。

ロ
の
代
わ
り
に
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

生
音
と
電
子
音
の
相
性
を
懸

念
し
た
が
、杞
憂
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
石
田
の
人

気
は
す
ご
く
、他
県
か
ら
の

追
っ
か
け
も
。こ
の
日
は
３

階
席
ま
で
埋
ま
っ
た
。〝
組

長
〟の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
示

す
通
り
の
風
体
と
動
作
、そ

し
て
シ
ャ
ー
プ
で
深
淵
な
音

色
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
の
興
味
を
そ

そ
り
、そ
れ
が
異
例
の
人
気

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。名
古

屋
の
男
性
弦
楽
集
団
「
無
頼

派
」に
も
、ぜ
ひ
客
演
し
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

（
上
）

だ
け
で
は
な
い
。
第
１
部

の
「
邦
人
作
曲
家
に
よ
る
声

楽
作
品
の
夕
べ
」
で
は
作
詞

の
近
藤
加
奈
子
、
山
岸
千
代

栄
、
作
曲
の
髙
山
葉
子
ら
、

新
進
作
家
の
作
品
が
紹
介
さ

れ
た
。
蒔
田
は
歌
い
手
だ
け

面
白
か
っ
た
。作
品
が
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、声
楽
家
は

演
技
に
気
を
取
ら
れ
る
こ
と

な
く
、歌
に
集
中
で
き
た
か
ら

だ
ろ
う
。

　

新
鮮
で
優
れ
た
作
品
に
引

き
寄
せ
ら
れ
る
の
は
声
楽
家

蒔
田
裕
也「
作
曲
個
展
」

若
く
優
れ
た
才
能
に
発
表
の
場
を
提
供

が
演
奏
会
形
式
で
「
ト
ス
カ
」

を
上
演
。通
常
の
オ
ペ
ラ
よ
り

迫
力
が
あ
り
面
白
か
っ
た
。

「
メ
ド
ゥ
ー
サ
」も
同
様
で
、初

演
時
（
通
常
オ
ペ
ラ
）よ
り
も

つ
の
輓
夏
」よ
り
、「
酒
の
歌
・

四
章
」
よ
り
、「
和
泉
式
部

の
歌
」よ
り
、「
う
ぬ
ぼ
れ
鏡
」

「
花
盗
人
」
ほ
か
。
出
演
は

夏
目
久
子
、
藤
田
桂
子
、
水

谷
友
香
ら
13
人
。
監
修
は
関

定
子
、
ピ
ア
ノ
演
奏
は
池
原

陽
子
。
全
自
由
席
４
０
０
０

円
。
℡
０
９
０（
９
１
０
３
）

４
７
４
１
。

　

東
海
地
区
の
音
楽
シ
ー

ン
に
新
た
な
〝
核
〟
が
誕

生
。
若
く
優
れ
た
才
能
が
集

ま
り
、
大
き
な
ウ
エ
ー
ヴ
を

巻
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
。
核

と
は
作
曲
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
蒔
田
裕
也
。
彼
の
「
作
曲

個
展
＆
伴
奏
リ
サ
イ
タ
ル

vol.5

」（
６
月
24
日
・
電
気

文
化
会
館
）
＝
写
真
＝
を
観

賞
し
て
そ
れ
を
確
信
し
た
。

　

主
作
品
は
２
０
２
２
年
に

東
京
で
初
演
、
翌
年
芸
術
創

造
セ
ン
タ
ー
で
東
海
地
区
初

披
露
し
た
オ
ペ
ラ
「
メ
ド
ゥ

ー
サ
」（
演
奏
会
形
式
）。
タ

イ
ト
ル
ロ
ー
ル
山
田
知
加
を

は
じ
め
趙
知
奈
、
相
可
佐
代

子
、
松
永
萌
ら
８
人
の
ソ
リ

ス
ト
が
、
作
曲
家
・
蒔
田
の

才
能
と
セ
ン
ス
を
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
熱
唱
で
証
明
し
た
。

　

６
月
初
旬
に
は
名
フ
ィ
ル

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
す

る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
「
弦
楽
四
重

奏
曲
第
５
番
」、バ
ー
バ
ー

「
弦
楽
四
重
奏
曲
」ほ
か
。指

定
席
４
５
０
０
円
、自
由
席

４
０
０
０
円
。
℡
０
５
２

（
２
６
５
）１
７
１
８
。

　

青
山
奈
未
「
ソ
プ
ラ
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
」９
月
27
日
（
午
後

２
時
）Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー

　

名
古
屋
二
期
会
が
９
月
５

日
（
午
後
２
時
）
電
気
文
化

会
館
で
「
日
本
歌
曲
コ
ン
サ

ー
ト
～
平
井
康
三
郎
の
世

界
」
を
開
く
。

　
「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」「
ゆ

り
か
ご
」「
ス
キ
ー
」
な
ど
、

日
本
語
の
美
し
さ
、
日
本
の

ル
。青
山
は
国
立
音
楽
大
学

卒
業
後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

渡
り
ウ
ィ
ー
ン
で
研
さ
ん
。

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
感
あ
ふ
れ

る
歌
声
と
繊
細
な
表
現
力
で

同
世
代
の
ソ
リ
ス
ト
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。曲
目
は
ト
ス

テ
ィ
「
ア
マ
ラ
ン
タ
の
４
つ

の
歌
」、山
田
耕
筰
「
城
ヶ
島

の
雨
」、シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
憩

え
、わ
が
魂
よ
」ほ
か
。ピ
ア

ノ
演
奏
は
佐
藤
和
子
。

　

全
自
由
席
３
５
０
０
（
当

日
４
０
０
０
）円
。詳
し
く

は
「
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
タ
ス

テ
ィ
」で
検
索
。

情
景
、
風
俗
を
題
材
に
し
た

歌
曲
で
定
評
の
平
井
康
三

郎
（
１
９
１
０
～
２
０
０
２

年
）。
歌
曲
だ
け
で
は
な
く
、

管
弦
楽
、
ピ
ア
ノ
曲
、
合
唱

曲
、
校
歌
な
ど
、
生
涯
に

５
０
０
０
曲
余
り
の
作
品
を

遺
し
た
作
曲
家
で
あ
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
歌

曲
集「
日
本
の
笛
」よ
り
、「
三

　

古
き
良
き
時
代
の
ウ
ィ
ー

ン
音
楽
、
ウ
ィ
ー
ン
式
管
楽

器
を
愛
好
す
る「
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
カ
ー
・
ウ
ィ
ー
ン
・
名

古
屋
」
が
、
９
月
12
日
（
午

後
２
時
）
東
海
市
芸
術
劇
場

大
ホ
ー
ル
で
第
25
回
演
奏
会

を
開
く
。

　

演
奏
曲
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

最
後
の
交
響
曲
と
な
っ
た「
第

４
番
」
と
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
に

才
能
を
認
め
ら
れ
て
出
世
し

た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
「
交

響
曲
第
６
番
」。
前
者
は
〝
人

生
の
秋
〟
を
連
想
さ
せ
る
完

熟
の
作
品
。
後
者
は
対
照
的

に
〝
人
生
の
春
〟
を
連
想
さ

せ
る
。
生
命
感
に
あ
ふ
れ
る

牧
歌
的
な
美
し
さ
が
特
徴
。

指
揮
は
チ
ェ
コ
で
長
年
研
鑽

を
積
ん
だ
武
藤
英
明
。

　

全
自
由
席
１
０
０
０
円
。

東
海
市
芸
術
劇
場
は
名
鉄
・

太
田
川
駅
に
隣
接
し
て
い

る
。
℡
０
８
０
（
４
０
９
６
）

１
８
４
２
。

　
「
イ
ロ
ア
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
」

９
月
13
日
（
午
後
２
時
）宗

次
ホ
ー
ル
。荒
井
英
治（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）、
松
屋
阿
咲

（
同
）、石
橋
直
子
（
ヴ
ィ
オ

ラ
）、山
本
裕
康
（
チ
ェ
ロ
）

の
実
力
派
メ
ン
バ
ー
が
濃
密

　

グ
ラ
ナ
ダ
で
宿
泊
し
た
ホ

テ
ル
の
近
く
に
フ
ァ
リ
ャ
の

家
が
あ
っ
た
。フ
ァ
リ
ャ　

と
ア
ル
ベ
ニ
ス
、グ
ラ
ナ
ド

ス
は
、い
ず
れ
も
19
世
紀
後

半
か
ら
20
世
紀
前
半
の
同
世

代
の
著
名
な
作
曲
家
。

　

フ
ァ
リ
ャ
は
バ
レ
エ
曲

「
恋
は
魔
術
師
」「
火
祭
り
の

踊
り
」な
ど
、ア
ル
ベ
ニ
ス
は

組
曲
「
イ
ベ
リ
ア
」ほ
か
。グ

ラ
ナ
ド
ス
の
「
ス
ペ
イ
ン
舞

曲
」の『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
』『
ア

ン
ダ
ル
ー
サ
』な
ど
は
私
の

好
き
な
名
曲
だ
。

　

ほ
か
に
も
「
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ

ル
ワ
イ
ゼ
ン
」で
知
ら
れ
る

サ
ラ
サ
ー
テ
。民
謡
で
は
映

画
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」の

『
愛
の
ロ
マ
ン
ス
』や
、カ
ザ

ル
ス
が
演
奏
し
た『
鳥
の
歌
』

が
有
名
だ
。

　
（
文
と
写
真
・
植
田
三
郎
）

ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」は
、第
２

楽
章
の
メ
ロ
デ
ィ
が
有
名
。

１
８
３
９
年
の
作
曲
。こ
の
ア

ラ
ン
フ
ェ
ス
宮
殿
に
も
私
は

訪
れ
た
。ど
ち
ら
の
曲
も
哀
愁

に
満
ち
た
曲
調
が
い
い
。

で
、15
世
紀
に
な
っ
て
キ
リ

ス
ト
勢
力
が
奪
回
し
た
。　

　

ギ
タ
ー
の
名
曲
「
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」は

１
８
９
６
年
に
タ
レ
ガ
が
作

曲
。ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
「
ア
ラ

ス
ペ
イ
ン

　

ス
ペ
イ
ン
に
は
一
部
の
都

市
だ
け
の
訪
問
を
含
め
ば
５

回
ほ
ど
行
っ
た
。サ
グ
ラ
ダ

フ
ァ
ミ
リ
ア
な
ど
ガ
ウ
デ
ィ

建
築
で
知
ら
れ
る
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
ほ
か
、フ
ラ
ン
ス
に
近

い
北
部
の
バ
ス
ク
地
方
な
ど

も
い
い
。　　
　
　
　
　

　

よ
り
ス
ペ
イ
ン
ら
し
い
魅

力
を
感
じ
る
の
は
、地
中
海

に
面
し
た
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地

方
。そ
の
中
で
も
グ
ラ
ナ
ダ

は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
で
人

気
が
高
い
。11
世
紀
に
進
出

し
た
イ
ス
ラ
ム
王
の
宮
殿

「アルハンブラの思い出」など
多くの名曲生んだアンダルシア

アランフェス宮殿（1989年）

推 

奨 

公 

演

青山　奈未

二
期
会「
日
本
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト
～
平
井
康
三
郎
の
世
界
」

９
月
５
日　

電
気
文
化
会
館

圧
巻
の
迫
力
、演
奏
会
形
式
な
ら
で
は

の
一
流
声
楽
家
が
出
演
。名

フ
ィ
ル
の
演
奏
（
指
揮
・
沼

尻
竜
典
）も
圧
巻
だ
っ
た
。

　

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
人
気
オ
ペ

ラ
「
ト
ス
カ
」は
上
演
回
数
も

多
く
、私
も
幾
度
か
観
賞
し

て
い
る
が
、今
回
ほ
ど
心
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

声
楽
家
の
熱
唱
に
よ
っ
て
表

名
フ
ィ
ル「
ト
ス
カ
」

「トスカ」（撮影・中川幸作）

　

オ
ペ
ラ
の
力
は
す
ご
い
！

名
フ
ィ
の
定
期
演
奏
会
「
ト

ス
カ
＝
全
３
幕
・
演
奏
会
形

式
」（
６
月
12
日
・
愛
知
県
芸

術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
）で
そ
れ
を
実
感
し
た
。

　

演
奏
会
形
式
と
は
い
え
、

ト
ス
カ
に
佐

藤
康
子
（
藤

原
歌
劇
団
）、

カ
ヴ
ァ
ラ

ド
ッ
シ
に
は

豊
か
な
表
現

力
で
定
評
の

シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
・
ポ
ッ
プ
、

そ
し
て
ス
カ

ル
ピ
ア
に
は

上
江
隼
人

（
藤
原
歌
劇

団
）ら
８
人

出
さ
れ
る
ド
ラ
マ
性
、そ
し
て

（
オ
ケ
ピ
ッ
ト
で
は
な
く
）舞

台
上
の
オ
ケ
が
奏
で
る
パ
ワ

フ
ル
な
サ
ウ
ン
ド
、演
奏
会
形

式
だ
か
ら
こ
そ
体
感
で
き
た

名
舞
台
だ
っ
た
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
側
の
客

席
に
整
列
し
た
名
古
屋
少
年

少
女
合
唱
団
、ふ
れ
あ
い
Ｆ

ａ
ｎ
Ｆ
ｕ
ｎ
合
唱
団
の
合

唱
、マ
ナ
ー
も
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
。終
幕
、合
唱
団

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
カ
ヴ
ァ
ラ

ド
ッ
シ
銃
殺
の
演
出
に
は
驚

い
た
。明
和
高
校
３
年
生
、木

村
優
里
（
ソ
プ
ラ
ノ
）の
独

唱
も
心
に
響
い
た
。

　

ち
な
み
に
名
フ
ィ
ル
が
演

奏
会
形
式
で
全
幕
オ
ペ
ラ
を

上
演
す
る
の
は
２
０
０
４
年

の
「
蝶
々
夫
人
」以
来
と
か
。

毎
年
と
は
言
わ
な
い
が
、シ

リ
ー
ズ
化
し
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。　　
　
　

 　
（
茂
）

上
の
彼
女
に
「
あ
ん
た
も
、

し
っ
か
り
な
さ
い
！
」
と
叱

り
付
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

　
「
方
丈
記
」
に
は
、
当
時

京
の
都
を
襲
っ
た
地
震
や
竜

巻
、
火
災
な
ど
大
災
害
の
様

子
が
、
冷
静
か
つ
明
確
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

読
む
た
か
べ
が
、
ま
る
で

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
よ

う
に
も
見
え
た
。

　

演
奏
が
付
い
た
こ
と
で
、

朗
読
が
立
体
的
に
立
ち
上

が
っ
た
。
言
葉
と
演
奏
の
間

の
良
さ
に
も
感
心
し
た
。
一

流
同
士
の
共
演
な
ら
で
は
の

技
で
あ
る
。
鴨
長
明
が
こ
の

様
子
を
見
た
ら
、
羨
ま
し

が
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

た
か
べ
は
秋
に
も
朗
読
劇

を
控
え
て
い
る
。
底
抜
け
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
向
学

心
。
見
習
い
た
い
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
野
）

た
か
べ
し
げ
こ「
方
丈
記
」

女優たかべしげこ

超一流の朗読と行き届いた演出で
　
「
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え

ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の

水
に
あ
ら
ず
」。
女
優
た
か

べ
し
げ
こ
が
朗
読
す
る
「
方

丈
記
」（
７
月
８
、９
日
・
Ｈ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）
を
鑑

賞
し
た
。
文
筆
家
・
鴨
長
明

（
か
も
の
ち
ょ
う
め
い
）
に

よ
る
鎌
倉
時
代
の
随
筆
集
。

チ
ェ
ロ
高
木
俊
彰
、
フ
ル
ー

ト
河
内
容
子
の
演
奏（
作
曲
・

宗
川
諭
理
夫
）
が
付
い
た
。

　

原
文
の
ま
ま
で
は
意
味
不

明
な
文
章
の
、一
部
を
現
代
の

言
葉
に
置
き
換
え
、し
か
も

朗
読
さ
れ
る
全
編
が
舞
台
背

面
に
投
射
さ
れ
た
。何
と
も
行

き
届
い
た
演
出
で
あ
る
。

　

た
か
べ
の
舞
台
を
見
る
の

は
久
方
ぶ
り
だ
が
、
力
強
く

凜
（
り
ん
）
と
し
た
口
舌
に
、

思
わ
ず
背
筋
が
伸
び
た
。
年 エールを送り合う石田泰尚㊧と小森谷巧

〝組長〟石田の人気と実力に驚き

（撮影・中川幸作）

第
２
番
～
ア
メ
リ
カ
の
四

季
」を
演
奏
し
た
。グ
ラ
ス
は

現
存
す
る
（
89
歳
）作
曲
家

で
、２
０
０
９
年
に
発
表
さ

れ
た
同
曲
は
、い
か
に
も
都

会
的
な
協
奏
曲
。チ
ェ
ン
バ

Ａ
Ｃ
Ｏ
定
期
演
奏
会

　

一
流
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
二
重
奏
を
聴
い
た
。素
晴

ら
し
い
演
奏
だ
っ
た
。Ａ
Ｃ

Ｏ
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
第
99
回
定
期
演
奏
会
（
７

月
２
日
・
愛
知
県
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）の
ソ

リ
ス
ト
ア
ン
コ
ー
ル
で
の
こ

と
。客
演
の
〝
組
長
〟石
田
泰

尚
と
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

小
森
谷
巧
の
重
奏
で
、ガ
ル

テ
ル
「
首
の
差
で
」と
フ
ォ

ス
タ
ー「
金
髪
の
ジ
ェ
ニ
ー
」

を
披
露
し
た
。

　

こ
の
日
、
石
田
は
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ス
（
米
国
）

の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲



手
塚
　
淑
子

戸
田
美
江
子

中
川
　
幸
作

仲
条
　
優
理

夏
目
　
久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川
　
長
秀

野
村
　
祐
子

花
咲
　
市
岡

花
柳
　
磐
優

林
　
　
雅
仁

福
井
　
啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本
　
道
子

見
波
　
紀
子

宮
西
　
圭
子

山
口
　
雅
子

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部
　
千
枝

ほ
か

蟹
江
　
尾
八

神
谷
久
実
子

北
村
　
哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤
　
典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野
　
和
美

澤
脇
　
達
晴

白
樺
　
八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江
　
瑠
美

鈴
木
　
幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木
　
文
雄

須
山
　
仁
美

角
田
真
優
美

高
倉
　
麻
耶

武
市
　
孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田
　
弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き

和光写真／㈲テス・大阪／㈱三光／Hide Dance Lab.／㈲ビデオ教映社／松岡伶子バレエ団／エス・エー企画／Office KAN
NORIKO BALLET STUDIO／かやの木芸術舞踊学園／春日井市日本舞踊協会／メリー・アーティスツ・カンパニー／関山スタジオ
特定非営利活動法人日本室内楽アカデミー 理事長 佐々木伃利子／ミュージカルアカデミーKAO／（一社）復曲能を観る会
フィルハーモニカー・ウィーン・名古屋／明珠会 山村楽乃／川島ナナバレエ研究所／スマイル・ミュージカル・アカデミー
Rose Ballet Academy／越智インターナショナルバレエ／Rrバレエスタジオ 杉江瑠美／一般社団法人イタリア音楽振興会

私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山
　
皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川
　
洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田
　
光
代

伊
藤
　
　
修

伊
藤
　
　
敬

伊
藤
　
直
樹

稲
垣
　
舞
比

衣
斐
　
　
愛

今
村
　
早
伽

内
田
　
寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田
　
寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺
　
資
二

岡
田
　
一
男

岡
崎
　
保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

金
澤
　
志
保

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集 春日井市に居心地の良い小ホール

　

居
心
地
の
い
い
空
間
で
美

し
い
音
楽
に
浸
る
―
。こ
ん
な

雰
囲
気
に
引
か
れ
て
、最
近

し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
る
の
が

春
日
井
市
の
住
宅
地
に
あ
る

小
ホ
ー
ル
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・

ア
ン
プ
ロ
ン
プ
チ
ュ
」だ
。

　

７
月
４
日
の
「
南
欧
の
光

と
風
」と
題
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
。こ
こ
が
気
に
入
っ
て
何

度
か
利
用
し
て
い
る
ソ
プ
ラ

ノ
加
藤
佳
代
子
が
、東
京
か

ら
バ
リ
ト
ン
鎌
田
直

純
、フ
ル
ー
ト
木
村

麻
衣
子
、ピ
ア
ノ
虫

明
知
彦
を
招
い
た
。

　

サ
ン
サ
ー
ン
ス
、

フ
ォ
ー
レ
、ラ
ヴ
ェ

ル
ら
が
、
ユ
ゴ
ー
、

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩

に
作
曲
し
た
フ
ラ
ン

ス
歌
曲
が
中
心
。い

ろ
い
ろ
な
作
品
が

紹
介
さ
れ
た
が
、フ

ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
伴

奏
で
加
藤
が
歌
っ
た

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
「
３

つ
の
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
風
の
オ

デ
レ
ッ
ト
」や
、ラ
ヴ
ェ
ル「
５

つ
の
ギ
リ
シ
ャ
民
謡
」、鎌
田

が
歌
っ
た
ラ
ヴ
ェ
ル
「
ド
ぅ

ル
シ
ネ
ア
姫
に
心
を
寄
せ
る

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」な
ど
が
印

象
に
残
っ
た
。

　

柔
ら
か
な
音
、気
心
の
知

れ
た
同
士
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
、南
欧
ら
し
い
ム
ー
ド
を

満
喫
し
た
。

　

二
階
で
は
ワ
イ
ン
と
手
料

理
が
楽
し
め
る
の
が
何
よ
り

だ
。

（
上
原
宏
）

を
描
い
た
20
曲
を
セ
レ
ク

ト
。夫
妻
が
交
互
に
歌
い
、コ

ミ
カ
ル
な
一
編
の
物
語
と
し

て
披
露
し
た
。ま
る
で
井
原

家
の
日
常
を
見
て
い
る
よ
う

な
、し
み
じ
み
と
し
た
味
わ

い
が
あ
っ
た
。

（
ウ
エ
ノ
）

「
時
代
横
町
」彷
彿
さ
せ
る
名
演
出

舞
台
生
活
50
周
年
を
記
念
し

て
11
年
ぶ
り
の
再
開
に
な
っ

た
。

　

前
半
は
義
則
の
日
本
歌
曲

と
妙
子
の
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
。

私
の
知
る
限
り
、義
則
ほ
ど

日
本
語
を
明
確
に
、美
し
く

歌
え
る
歌
手
は
い
な
い
。優

し
さ
と
哀
愁
漂
う
歌
唱
は
、

技
術
だ
け
で
な
く
、彼
の
人

間
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

妙
子
の
「
家
な
き
子
の
ク
リ

ス
マ
ス
」（
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
）

に
は
反
戦
へ
の
強
い
思
い
が

込
め
ら
れ
た
。

　

後
半
は
ハ
イ
ゼ
の
詩
に

ヴ
ォ
ル
フ
が
曲
を
付
け
た
46

編
の
「
イ
タ
リ
ア
歌
曲
集
」

か
ら
、男
女
の
葛
藤
と
和
解

姿
、
人
形
も
登
場
し
、
か
つ

て
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
時
代

横
町
」
を
彷
彿
さ
せ
る
演
出

ス
タ
イ
ル
で
上
演
さ
れ
た
。

ま
る
で
落
語
を〝
見
て
い
る
〟

よ
う
な
面
白
さ
が
あ
っ
た
。

　
「
紙
し
ば
い
屋
さ
ん
」
で

は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
一
座
の

川
上
竜
生
と
中
川
理
紗
が
出

「
街
角
の
童
話
」

「紙しばい屋さん」のワンシーン

刈
馬
演
劇
設
計
社

大
切
に
し
た
い
災
害
テ
ー
マ
の
ド
ラ
マ

　

刈
馬
演
劇
設
計
社
が
「
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」

（
６
月
19
～
21
日
・
愛
知
県

芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
）
を
上

演
し
た
。
作
・
演
出
は
刈
馬

カ
オ
ス
。
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
、
14
年
の
広
島

市
豪
雨
土
砂
災
害
を
題
材
に

し
た
群
像
劇
で
、
８
年
ぶ
り

の
再
演
と
か
。

　

客
席
は
対
面
式
で
、
中
央

の
舞
台
に
は
骨
組
み
だ
け
の

天
井
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
大
勢
の
犠
牲
者

を
出
し
廃
校
に
な
っ
た
小
学

校
。
被
災
遺
産
と
し
て
校
舎

を
遺
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は

取
り
壊
す
べ
き
か
―
、
遺
族

や
地
元
民
の
思
い
が
幾
重
に

も
交
錯
す
る
。
自
然
災
害
は

語
に
没
頭
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
興
味
を
引
い
た

の
は
熊
野
（
衣
斐
）
が
乗
り

込
ん
だ
「
花
見
車
」。
実
際

に
動
く
わ
け
で
は
な
い
が
、

実
に
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
能
の
遊
び
心
か
。

　
「
正
尊
」
は
、歌
舞
伎
「
勧

進
帳
」
を
連
想
さ
せ
る
楽
し

い
作
品
だ
っ
た
。
義
経
を
狙

う
刺
客
（
和
久
）
と
弁
慶
の

丁
々
発
止
、
本
舞
台
と
橋
掛

か
り
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

「
切
り
組
」（
殺
陣
）
な
ど
見

ど
こ
ろ
も
多
く
、間
狂
言（
鹿

島
俊
裕
）
に
よ
り
、
物
語
も

良
く
理
解
で
き
た
。

　

11
月
23
日
に
は
衣
斐
愛
が

主
催
す
る
「
逢
の
会
」
が
名

古
屋
能
楽
堂
で
催
さ
れ
る
。

年
月
と
と
も
に
形
骸
化
し
、

時
に
は
政
治
や
金
儲
け
に
も

利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

劇
中
に
は
大
震
災
発
生
時

の
教
師
た
ち
の
困
惑
が
描
か

れ
た
。
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
、逃
げ
る
べ
き
か
、

留
ま
る
べ
き
か
―
、
教
師
た

ち
の
選
択
は
結
果
的
に
裏
目

に
出
る
。
残
念
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
教
師
た
ち
に
罪
は

な
い
。

　

幸
い
に
も
近
年
、
名
古
屋

地
区
は
大
き
な
自
然
災
害
を

「フラジャイル・ジャパン」

し
た
演
劇
は
貴
重
だ
。
た
だ

我
々
は
、
大
災
害
の
被
災
者

だ
け
が〝
悲
し
み
〟を
背
負
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

被
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は

平
穏
な
日
常
を
送
っ
て
い

る
。
し
か
し
用
心
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
意
味

か
ら
も
、
災
害
を
テ
ー
マ
に

「
正
尊
」の
大
掛
か
り
な
斬
り
組
に
熱
中

名
古
屋
宝
生
会

う
ぞ
ん
）」
の
２
作
。
ほ
か
に

仕
舞
３
曲
と
狂
言
が
付
い
た
。

　
「
熊
野
」
は
鑑
賞
初
心
者

の
私
に
は
難
解
で
、
大
筋
は

分
か
っ
て
い
た
の
だ
が
、
物

　

能
楽
・
名
古
屋
宝
生
会
の

「
70
周
年
記
念
別
会
」（
６
月

21
日
・
名
古
屋
能
楽
堂
）
を

鑑
賞
し
た
。
能
は
衣
斐
愛
が

シ
テ
を
演
じ
た
「
熊
野
（
ゆ

や
）」
と
、
和
久
荘
太
郎
が
シ

テ
を
務
め
た
「
小
尊
（
し
ょ

「正尊」（撮影・工房円）

「転失気」の東えり㊧と竹内久恵

　

麻
創
け
い
子
が
構
成
・
演

出
す
る
「
街
角
の
童
話
（
め

る
へ
ん
）第
10
章
」（
７
月
２
、

３
日
・
名
東
文
化
小
劇
場
）

を
観
劇
し
た
。

　

今
回
は
麻
創
・
作
「
宵
越

し
の
」
と
「
紙
し
ば
い
屋
さ

ん
」、
そ
し

て
白
石
栄
里

子
・
作
「
絵

画
教
室
」
の

３
作
品
を
上

演
。
い
つ
も

な
が
ら
の
名

演
技
、
名
演

出
で
観
客
を

メ
ル
ヘ
ン
の

世
界
へ
と

誘
っ
た
。　

　
「
宵
越
し

の
」
の
俳
優

は
作
務
衣

歌
に
喜
歌
劇
、若
手
に
も
場
を
提
供

竹
内
久
恵
リ
サ
イ
タ
ル

館
）
を
開
い
た
。
池
原
陽
子

の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
、
第
１
部

は
木
下
牧
子
作
曲
の
日
本
歌

曲
６
作
と
橋
本
國
彦
作
曲
の

大
作
「
舞
」。
第
２
部
に
は

オ
ペ
ラ
協
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
「
落
語
オ
ペ
ラ
」（
演
出
・

右
来
左
往
）
を
披
露
し
た
。

　

名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
主
力

の
竹
内
久
恵
が
約
10
年
ぶ
り

と
な
る
リ
サ
イ
タ
ル
（
６
月

28
日
・
知
多
市
勤
労
文
化
会

知
竜
也
の
作
曲
で
２
０
２
４

年
に
初
演
。
同
年
度
の
名
古

屋
市
民
芸
術
祭
特
別
賞
に
選

出
さ
れ
た
ヒ
ッ
ト
作
。「
ま

ん
じ
ゅ
う
怖
い
」
と
「
転
失

気（
て
ん
し
き
）」の
２
題
で
、

竹
内
は
後
者
に
〝
味
噌
屋
の

婆
さ
ま
〟
役
で
出
演
し
た
。

　
「
落
語
オ
ペ
ラ
」
は
、
日

本
語
の
発
音
、
発
声
に
重
点

を
置
く
オ
ペ
ラ
協
会
な
ら
で

は
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
。
私
は

初
見
だ
っ
た
が
、
倉
知
の
巧

み
な
音
楽
、
出
演
者
の
達
者

な
演
技
に
感
心
し
た
。
10
月

31
日
に
は
北
文
化
小
劇
場
で

落
語
オ
ペ
ラ
第
二
弾
と
し
て

「
お
菊
の
皿
」「
だ
く
だ
く
」

ほ
か
を
上
演
す
る
。

　

第
２
部
に
重
点
を
置
い
た

構
成
か
ら
は
、
竹
内
自
身
の

た
め
と
い
う
よ
り
、
オ
ペ
ラ

協
会
の
若
い
メ
ン
バ
ー
に
活

躍
の
場
を
提
供
し
た
い
―
。

そ
ん
な
印
象
を
受
け
た
。

　
「
落
語
オ
ペ
ラ
」
は
会
員

の
近
藤
加
奈
子
の
台
本
、
倉

演
。
客
席
を
巻
き
込
ん
で
の

大
熱
演
に
、
こ
れ
も
「
時
代

横
町
」
の
爺
さ
ん
（
故
・
石

黒
寛
）
婆
さ
ん
（
な
が
た
ひ

と
し
）
を
思
い
出
し
た
。

　
「
絵
画
教
室
」
で
は
主
人

公
を
演
じ
た
小
嶋
彩
子
の
落

ち
着
き
払
っ
た
穏
や
か
な
演

技
に
好
印
象
。
出
番
は
わ
ず

か
だ
っ
た
が
、
森
本
恵
美
子

の
情
感
こ
も
っ
た
口
舌
に
も

引
か
れ
た
。

　

私
が
見
た
の
は
３
回
公
演

の
最
終
回
。
疲
れ
が
出
た
の

だ
ろ
う
か
…
。
演
技
や
ス

タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
に
、
微
細
な

間
の
悪
さ
や
ミ
ス
が
あ
っ

た
。
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

て
い
る
夫
妻
だ
け
の
コ
ン

サ
ー
ト
。し
ば
ら
く
中
断
し

て
い
た
が
、義
則
の
古
希
と
、

「
井
原
さ
ん
ち
の
〜
」

　

声
楽
家
・
井
原
義
則
（
テ

人
間
性
あ
ふ
れ
る
テ
ノ
ー
ル
に
感
服

「イタリア歌曲集」を歌う井原夫妻
ノ
ー
ル
）と
妻
・

妙
子
（
ソ
プ
ラ

ノ
）が
主
催
す

る
「
井
原
さ
ん

ち
の
コ
ン
サ
ー

ト
」（
６
月
26

日
・
昭
和
文
化

小
劇
場
）に
出

掛
け
た
。

　
「
生
徒
や
友

人
た
ち
に
感

謝
を
込
め
て
」

２
０
０
０
年
か

ら
無
料
で
行
っ



の
ア
リ
ア
か
ら
一
気
に
現
代

の
小
林
聡
羅
（
あ
き
ら
）に

委
嘱
し
た
歌
曲
へ
。ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
詩
「
小
さ
な
黒
い

バ
ラ
」に
作
曲
し
た
抒
情
的

な
作
風
が
良
か
っ
た
。

　

器
楽
曲
も
楽
し
め
た
が
、

特
に
注
目
し
た
の
は
ヴ
ォ
ー

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
「
野
辺

の
３
人
に
よ
る
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ミ
ラ
」の
第
１
回
（
６

月
21
日
・
愛
知
県
芸
術
劇
場

リ
ハ
ー
サ
ル
室
）は
イ
ギ
リ

ス
音
楽
を
特
集
し
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る

パ
ー
セ
ル
「
妖
精
の
女
王
」

　

ソ
プ
ラ
ノ
本
田
美
香
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ヴ
ィ
オ
ラ

江
頭
摩
耶
、ピ
ア
ノ
小
島
千

加
子
の
愛
知
県
立
芸
大
出
身

若
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
魅
力
発
見

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ミ
ラ

ど
う
な
る
の
か
と
思
っ
た

が
、独
立
し
た
シ
ョ
パ
ン
作

品
を
聴
い
た
よ
う
で
違
和
感

は
全
く
な
か
っ
た
。面
白
い

試
み
だ
。最
後
の
「
ス
ケ
ル

ツ
ォ
第
２
番
」は
躍
動
感
や

レ
ー
ベ
イ
ン
ム
ジ
ー
ク

素
晴
ら
し
か
っ
た
歌
と
楽
器
の
調
和

面
白
い
試
み
だ
っ
た
協
奏
曲
の
独
奏

丸
山
晶
子（
ピ
ア
ノ
）

　

久
し
ぶ
り
に
き
れ
い
な

音
で
シ
ョ
パ
ン
を
聴
い
た
。

丸
山
晶
子
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
シ
ョ
パ
ン
に
恋
し
て
」（
６

月
29
日
・
宗
次
ホ
ー
ル
）だ
。

　
「
ノ
ク
タ
ー
ン
第
２
番
」「
幻

想
即
興
曲
」「
前
奏
曲
作
品
28

―
15
雨
だ
れ
」な
ど
定
番
曲
が

中
心
だ
っ
た
が
、珍
し
い
の

は
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
」

第
２
楽
章
を
ピ
ア
ノ
部
分
だ

け
聴
か
せ
た
こ
と
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
し
で
、

緊
張
感
が
あ
り
、最
も
印
象

に
残
っ
た
。

　

こ
の
人
の
演
奏
は
何
度
も

聴
い
て
い
る
が
、自
然
な
温

か
い
音
で
、わ
ざ
と
ら
し
さ

が
な
い
正
統
派
。大
好
き
と

言
う
シ
ョ
パ
ン
が
一
番
合
っ

て
い
る
。

レ
ー
ベ
イ
ン
ム
ジ
ー
ク
が

ド
リ
ン
の
た
め
の
ア
ン
ダ
ン

テ
と
変
奏
」な
ど
、26
歳
時
の

マ
ン
ド
リ
ン
作
品
４
曲
が
中

心
。マ
ン
ド
リ
ン
勝
林
友
香
、

ピ
ア
ノ
桑
野
郁
子
が
優
し
く

華
麗
に
聴
か
せ
た
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
マ
ン

ド
リ
ン
曲
は
初
め
て
知
っ

た
。後
期
の
重
厚
で
厳
格
な

イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
若
き
作

曲
家
の
新
た
な
発
見
だ
っ

た
。

　

一
方
、第
７
回
は
本
来
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ら
し
い

「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
第
４
番
・

街
の
歌
」や
「
弦
楽
四
重
奏

曲
第
11
番
・
セ
リ
オ
ー
ソ
」

な
ど
、充
実
し
た
音
で
。

　

今
回
特
に
若
手
で
注
目
し

た
の
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
庄

司
直
央
と
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
篠
原
智
香
。優
れ
た
才
能

に
期
待
し
た
い
。

に
沿
っ
て
」と
、ブ
リ
テ
ン

「
３
つ
の
歌
」の
歌
曲
集
。前

者
は
自
然
の
中
で
の
人
の
営

み
を
つ
づ
っ
た
全
８
曲
で
静

か
な
雰
囲
気
が
漂
う
。後
者

は
内
面
的
な
テ
ー
マ
を
ド
ラ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
室
内
楽
全

曲
演
奏
会
、第
６
回
と
第
７

回
（
６
月
14
日
・
愛
知
県
芸

マ
チ
ッ
ク
に
表
現
。ど
ち
ら

も
素
直
な
声
と
楽
器
の
調
和

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

術
劇
場
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）を

続
い
て
開
い
た
。

　

第
６
回
は
、「
マ
ン
ド
リ
ン

の
た
め
の
ソ
ナ
チ
ネ
」「
マ
ン




